







Studies on the Antigenic Schema of S. paratyphi A. XI. Consideration on the "Titer
deterioration phenomenon" in agglutination, and supposition of the labile antigen Q (4).
Shoshiro TAKAHASHI. Pathological Department, Research Institute of Endemics, Nagasaki























































































































































































































_とい:ミ(二しb)･(し､} !''週<'J::y<:い　　Lg;,'iJcvii.∴ ･ :rトiミ
:^o ; oの何れの場合と解するかが問題となる鞘であ







































































































































































































































































































性がs'〔B〕 : s 〔C〕 -Oslo｢〔C〕-25600十: 51200-.-










1Iいm謂係にRep.IV4〕 : T-6-7.所産を観る時はS 〔A〕










































































































































































































二ilh｣二. . Lg- Dg― : -Dg-無処置生態反応原, Dg―-10CTC 30M処置死尚反応原〔地表同断).
2. Drzo : -Drzo-Durazzo�"Senfg-Senftenberg * Thomp-Thompson�"Suis-Ch. suis
〔Kunzendorf 1350〕. - :一晩収符―
3山　O-1M2i･12s:-0-1-2は共にW-Ma. k(M〕-〔COl〕 (表8.)より調製, o―12i一昭3は
Typhi T盟-OH型血清,詳細は既報1〕参.nいs.
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128ロ0±:3200±:6400±:6400±-4:1 :2 :2, Dg―







k(M)-Lgに関しては-12800± :3200+ :64□0± :
64ロ0⊥-4:ニ2:2, 1〔M)-L如こ関しても亦-2560口
±:6400⊥ :12800⊥ :12800±-4:1 :2:2にして両
例とも全く叙上に一一致するを観る･然るにk〔M〕-Dg―
に関しては-12800士:800⊥ :3200± :32ロ0.--16 :
1 :4 :4,KM〕-Dgに関しては-二640口±:160口｣-










































































































































-0-titは夫々6400士〔4〕 ･ 12800〔日〔8〕 12800㊤ 〔8〕
となり, S〔A〕-O-titのみが32>16なる―両値に従つ












































例は- 1 : 2なる逆性示現の特殊例である〔e.参JrJいfいo.
而して2 : 1型例に於けるS〔A〕-Lg-titの限界を観
るとα値として4-16,巽価として夫々6400-25600x
迄である. 4 : 1型例に於いても3例中2例〔Ma.b
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a. 〔註記〕立Ma. j⊂M)は, S〔A〕-Lg―tit: s亡Dコ-
‡-g-tit-4.-2 : 1を示す繭余の例とは逆に-1 : 2
の関係を示す特殊例である(α-3-a.参照〕.家鬼免



































































































k(M)Fh凍o ―其71｣(]1いiJfとi : S 〔A-D〕-Lg問0反Jjt立;1[宮t_I
主王朝叫に, 0]―e立l.紅｣いi―[と|Ma. i〔M)-1〔M〕 : S〔A-D〕一
工Jg間0反JK価を副顔料として考案l軸こ捷求されたも






mリ1r1い定flniとS 〔A〕- S 〔D〕-Dgのぶす尖報=いiォ胃の比較
を試みると表16.の様になる.以下多少の解訂ほ週Iff-いj｣―F-[―L
される.

































































































































































































































































































































































































































































































































































相当の各種庶である, 2560ロ: 12800:6400 :3200:
1600:800×例数比は,Lgで-1:4:4:2ニロ:0,
Dgで-0 : 1 :3 :4: 2: 1となっている.
b. R-mn含磐度:全例を通じて約3×相当鼓以
下である. 3 :1青5:a(0-0.4-0.75) x例数比は,









に就いては200x相当違以下で, 20ロ; 100:50例数　　d.従って各血括のS ｡R純度,延いてはS.R･郎屯
比はLgとして-1ニ2三1となっている･ Dgとしては　　度をNo.'列記載の各反応価対比に求めるとNo･正-






























































































8 : 1 : 6












2. No.値由No･R[ :-No.互のS匂H, No.IVのR各価間で採比され(No.I〕,表12.35〕と同型式の
――卜｣に略符表現されたものである〔No.凹〕.
3. No.IV　-No.王と対―い―L!;的に基準原としてS亡A-D〕全分型が統合的に適用され,其の何れかの












5. paratyphi Aの抗原構造に関する研究 29
体遺を&昧するものでないことは自明である.　　　　る.即ちLg価を採る場合と牲も免疫原のS原性とは



























































































































































0.03--0,06を採れば　舟5-64:32: 1脊　-64:16: 1井7-128:32: 1
瀬s-128:16: 1と表現されることになる.例えば1(M)に就いてのNo.yとして
―は　8: 1 :0　は不可で, 8M :0亡.□6⊃-128:16:　が正しい訳である.
〔　　一責16. 〔溝〕春�"Ifl.
30 高橋庄匹l郎
































(1 ･従って各)(―l泊のS ･ R･ H純度をNo.Iも―｢各反I｣巾l(
比較に求めるとタNo･ V列の如くになる.
e. No.y列所i―lを更に符号化するとNo. VI列が得ら

























































































































































































































































































































































































































i 〔立いI)- 1 〔M) 4種血清内H価が反応原別に整理され
る帖の数値であれば,夫々12/4 : 350!4 :450!4 : 1―1!4

















i-｢で-―:― .5:25:50: 0である　: 4が採られる場
合は〔a〕 -1.5:25:50: 0,〔b)-o.75:12"5:25
: 0とfi:る.故に1 :2属例対1 :4属例比は-1
































2. Dg 25± -100±も勿論S反応価と解されるが,








Ma.m〔N〕のS ･ R純度に就いてはER―一報35〕 (去12.)
に於いて立J芯sR型として示されているのであるが,










































〔N〕-nin i P.A-S〔c〕-gen S-tit
―











































































































(Bk 6m-Dg〕 : Dg25-100―:―t―-:―　25600± -51200.±
〔Bk 16m-Dg―〕 ; m〔M)-Dg―-ti七の関係からR｢七it =










































































































































































〔N〕-R-nin(Bk.16m : Bk 6m〕の関係がDgで-25600
























合にも次の疑問に当面する. Bk 19mLg lOO―i―｣>25――-
化していることば此の100+の内容に就いて
〔1〕 H〔100×〕二>R〔50二く〕の関係にあるH+R反応






















































































P･A皿S亡c〕-LQ:si〔0-1-2-12〕 :H 〔a:-〕 :〔Rl-め〕 :(R2〕
P.A-R亡R〕-LQ　　-((si))　　　　　　　　　　　Ri-め : ｢-〔(R旦))




W-ユ,Ia｡m〔N〕　　　　　〔Si)) :　　　　　: Ri (3200>く) : (R芝)
〝　m(凪!王〕-LQ :--〔sl〕　　　　　　　: Ri(51200い立(〕 : (Rz〕
〝　n〔lW〕-　　｡　　　　　:　　　　　　: Ri〔25600×) :





















































































































































反応内容のR性恕起と, m(M〕-R-tit : n〔M〕-R―tit























200± -400± : 5D±として相当の差異を示す歯型であ
































































w-Ma. m(1･Ⅰ)　! n〔nⅠ〕 Rひ
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〔: H〕比を,既報ヨ5〕亡B〕―呂-3,記載の基準〔s : R-

































































13o,(2〕f週k14〔e〕 : 14o, 〔3)Bk13〔g〕 : 13q,〔4〕Bk

























































































































S -0-6.丁: Lg-Dg 100-〕所見を参考にして--―･応否
定しておく. Bk149〔0901W:LglOO± DglOO-〕












































































































































































A summary of the work, report VI•`XII, will be made, taking all things together, in
the next number of this Bulletin.
(Author)
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